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上手に節電!電気の秘密!?

~どんな工犬で電球を長く明るくつけられる?--

八代巾-立松高小学校 6年中島拓海

1 研究の目的

小むきの中で感じた節電を上手に行うためにはどのように電気を使用すべきなのか、という疑問を

解決するために、電池を使って電球を長く明るく付けられる方法を調べ、改めて電気の使い方につ

いて考えてみたいと思ったの (実験の様子)

2 研究の方法

医亙日「電池の種類と大きさJ同じ電月のものでも、乾電池の種類

や形によってどのように電斥の卜.がり)j• 豆電球の点灯時聞が

変化していくのかを調べた。

医亙訂|温度によるちがい 1J乾電池を 1種類選び、 温度によって

どのように電以の下がり方・すー電球の点灯時間が変化していく

のかを調べた。

直亙司 f~眼によるちがい 2J 実験 2 から削めると寿命が延びることが分かったので、 80tの高
mゃ氷点下ではどのように電圧の下がり方・豆電球の点灯時間が変化していくのかを調べたG

直亙訂「連続とON-OFF切りかえのちがいJスイッチをつけたり消したりする条件を変えて、

点滅に対する耐久性について調べたc

区亙司「電球によるちがいJ電球の種類による明るさや乾電池の寿命のちがいについて調べたの

区亙司 fLEDど屯圧JLEDと電池との相性や点灯の仕方について調べたt

3 研究の結果と考察 実験2，3 (80
0

C) 

医亙日より、乾電池についてはマンガン乾電池よりもアルカリ乾電

池、さらにより容良が大きいものが長持ちすることが分かつた。

|実験2，~|より、乾電rttr，は温めた方が電!J.:の下がり方が緩やかにな

り点灯時間も長くなることが分かった"800Cの高出でも使用可能であ

ったが、氷点下では乾電池が凍ってしまい使用できなかった。

直亙司より、乾電池には点滅に対するl耐久性についてのちがいはほ

とんど比られなかった。屯球の方に関係しているのではないかと思った。

区亙司より、立電球は明るさのぷはほとんど見られなかったが、抵

抗が大きいものの方が電圧の下がり方は緩やかになり、立電球の点灯

時間も長くなった。

医亙司より、 LEDは乾電池では長く同じ明るさで点灯させること

ができなかったが、リチウムコイン電池では2ヶ月以上長く点灯できたC

4 研究のまとめ

実験6 (LED) 

今同の研究から、電球の種類によって電叫の下がり方や点幻.時間が変わることが分かった。つま

り、電J求の種類によって電気を使う拡が違うということである。使う場

あつた電球やLEDを選んで使うことが大切だと思つたヨ使用回的にあった方法を一つ一つ考えて

いくことが節電につながることだといろ考えになった。今まで「節電ーとは、「電気を使わないよ

うにすることJだけだと思っていたが、「電気を大切に使うことJでもあるということが研究を通

して分かったG 研究で分かつたことや考えたことを、家の人にも伝えてF小↑ドで

い。また、次はLEDと電球のちがいについてもっと調べてみたいと思ったc
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